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論文内容要旨

 悪性肺癌の宿主には種々の全身的変動が認められ,人の胃癌もその例外ではない。胃癌患者に

 於ける尊れらの変動としては,貧血,血清蛋白像の異常などを始め多くの現象が知られているが・
 肝に於ける種々の変動も注目すべぎもののてつであって,これに就いては当教室から既に蛋白像,

 グリコ～ジソ3フォスファターゼ活性,カタラーゼ活性,肝機能検査等に.就いての報告があるが、

 著者はこれに引続ぎ胃癌患者肝細胞の微細榊造を電子顕微鏡(以下電顕)的に追及し・更にこれ

 と肺癌の臨鉢病理像との関係に就いても若干の検討を試みたのでここに二報告する。

 実験方法二汰研究の対象とせるものは当教室で手術を施行した胃癌患者5暗甘(通常胃切除術19

 測,近位胃切除術2例,胃金易il術5例,試験同腹術4例)である。尚→没状態良好なる胃・+二

 指腸潰瘍患者8例,,胆道疾患々者2例に就いても同様検査を施行し対照群とした。

 1銅月鱈菱直ちに.肝左棄前縁より肝差踏談ノゴ、片を採取し,これをマnm13ブくに細切,Pa1εdejモ法に:準

 じて固i溢しブこ。即ちこれら小組織片をpHZ4の1%オスミウム酸一燐酸緩衝液に投入,氷室内

 で2～4時間固定後,て乃至2回水洗し,型の如くエタノール脱水した。次に.純エタノール・死

 ノマー等量混合液中に・ろO分1純モノマー中に・1時間2畷何れも氷室内で浸漬せる後,純モノマ

 ーを満したNo・1ゲラチγカプセルに投入,π夜氷室放置後,48～50℃厘猛爆中にて24

 ～48時間,加温し重合包埋せしめた。尚モノマーは11一ブチルメタクリル7～8部とメチルメ

 タクリル5～2部の混合物に触媒として2%の割合に過酸化ベンゾイルを加えたものである。か

 くの如く包埋した漂太からSJ応t置騨iのウルトラミクニ!トームを用い・ガラスナイフを便用してド
 超薄窃片を作製1,日立KU-10型電子顕微霊草で観察した。

 実験成績:対照群青・十二指腸潰瘍患者肝細i包の電顕1象に克乞いて述べれば(矛1図),核は預

 円形,類楕円形で二蜀膜構造を示す核膜によシ境され,核質は平等に分布した中等度電子密度の

 微細顆粒から)なっていた。核小体ぱ1核1尉面1こ0～2綱認められ,紐状手、駐隻を示して預楕円形・

 類円形にまとまり高雷干密度を呈しでいた。次に細胞質内オルガネラに就いて述べれば,小胞体

 はすべてP部調○顆粒を有する粗面小胞体であ動天小胞体の電顕的形態は一般に小胞状をなす
 vesiculartype,、騙平な長官形をなすfIa七七enα!むy脚,空胞状のヤ跡ユ01arむypeの3型に

 分類されるが,胃・十二指腸潰瘍患者肝細胞の小胞体は大部分・'esicul齪ty脚で,その分布は

 均等であり,時・にflaけened敏peのものが糸粒1本の周麹に認められた。次に兼粒体は円形,楕
 円形・時にひょうたん形,根樺i状で大いさは略々一定し,その分布は一様であり1内膣の電子密

 度は比較的高く・Cri就aemitoc軸磁ria}esを土明瞭で車軸状,層状の配列を示してk,・た。その
 地細包質内にはBem撤rd等の所謂mfcrob幡・や高電子密度の結状模様を呈する脂肪顆粒も認
 められた。

 又対照群のうちの胆道疾患2例に於ける肝細胞電顕像を胃・十二指腸潰瘍例と比較すれば,核

 の形態,構造に就いては全く差異を認めなかったが,細胞質内オルガネラに就いては,若干の相
 違があり,fi批tenedむypeの小胞件数が消々増加し,Ves1cuiarむyp9の小胞1二紅では内腔の拡
 大傾向が認められ,糸粒体に.就いては形が相々不整でその分布が核周辺に.偏在していること(オ

 2図)が胆道疾患例に於ける特異所見であった。
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 次に胃癌恵者肝細胞の電顕像には対照群に於けるとは異る穂麦の所見が認められたが!先づ懐

 の形態,核膜の性状は対魚群に於けると大差なく,核小体に就いても形態の不規則化,数の増加
 傾向などが推定されたに留った。ただ稀ではあるが核質微細顆粒分布の不均等化,特に核周辺部

 への集積傾向を示すものがあり(オ5図),末期胃癌で試験開腹に終った1例で1時に著明である
 ことが量主臼された。

 このように胃癌患者肝細胞に於ける核の異常所見が比較的稀であったのに対し,細胞質内方ル

 ガネラ,特に小胞体及び糸粒体に就いては・胃癌群と対照群聞には比較的明瞭な差異が認められ

 'たど即ち小胞体に溺1いては・文{i照星≠虻は認められなかったvaCI」olartypeのものが胃癌群にほ駈
 ・を認められ(オ4図),且つfla鉱㎝edt即eの小胞俸も対照群に比し著しく増加していること

 が注目され(オ5図)2また糸粒体に.就いては形の不整化が著明で,両膝の電子密度が低下し,

 cri8むaemま七つ漁。翻頁aエesの発達が不良で甚だしくは全く消失するに至る所謂膨化像を示すも

 の(オ6図)・或は逆に電ヨニ密度が上昇して濃縮像を示すもの(才4図)が屡々認められた。更

 ,にmicrobody及び脂肪顆粒も対照群に於けるよりば消々増加傾向が認められた。
 以上の如く胃癌患,者肝細胞の電顕像上景・も特異的瓶所見は小胞体及び糸粒体に認あられたので

 こ才しハの所見と2・5の胃癌臨茸木病理瞭との関{系を癬訂してみた。先づ便宜上ン・各症例哩O～40

 視野の観察で,小胞f二1{曇まvacuoi躍tyPeが優婁1}な「空胞群」,∫lattened亡y鞭が優勢な「編
 平群」,vesまcula「嬬〕eが慶事ウで対照群との差が著明でなかった「無変化群」の5群に,糸粒

 1釦こついても膨化像が優勢な「膨化、群」・濃縮像が優勢な骸餅、禰判,対照群に・近い「無変化耳細

 の5群に幕別した。

 次にこれらの各所見別.群別と胃癌の臨休病理豫との関係は,症例が僅か50例にすぎないので,

 周辺度数分布を求める方法に従い両者が全く無風係である場合の理論的分布値〔表の括弧内数値)
 を求め}それと実際の観察度数を比較して関1系の有無を判定した。

 その結果才1軍2表の如く腹膜1播種度及びリンパ腺転移度がこれらの変化と最も密接な関係を

 示すことが証明された。表rDEqとはPe烈llqnlhsc留ciマ10n1癬osaの頭文字をとったイ、のでf当

 教室では・胃癌σ経胃漿膜緯網膜性蔓延を癌醐夏膜炎の初1翻愚程として重視し・このような所謂腹膜
 播種撫をPC.()～丑{の4期に分けているのでここでもこれに従った。又リンパ腺転移度も教室の1・

 規準により1」・0～皿の4皮に分類した。因みにRC、でもしでも皿は根治手術不能なものを指す。
 Rqに於てもしに於ても()例に.於ては小胞体或は糸粒体の無変化群が夫々計算値より著しく多く,
 これ,らに1可等力・の変化を示しゾこものは計算イ直よ蟄少数であり,これ,に二)司'し藩王{列で1ま・これらオノレ

 ガネラの異常例の度数が計算笹より大であり,無変化群に属するものは計算値より小であった。
 叉1乃至1王側ては丁度0及び皿例に於ける分布の中間値に位した。即ち胃癌で魂)播種や転移がな・
 いか,或はこれらが胃壁近辺に限局している症例では一般にこれら細胞質肉汁ルガネラは対照群
 と大差ない所見を呈するものが多く,これに対し転移や播種が広範な症例では小胞体,糸粒体の
 変化が著明なものが高率に認められた。

 一方胃癌の主腫瘍の性状と肝細胞小胞体・糸粒体電顕像との関係をみるに,才3表の如く腫瘍

 の大きな症例に就ては然らざるものに比し,ζれらオルガネラの変化が著明であった点が注目さ
 れた。しかし組織学的所見,Erα!e畑の悪性度などは,小胞体や糸粒体の変化の程度と有意の
 膜漣性を示さなかった。

 総括並びに考按:著者は当教室に於ける癌の病態生理の研究の→疑として,教室で手術された胃

 癌患者30例について肝細胞の電顕像を観察し・これと癌の23の臨休病理像とめ関係をも追及し溜場

 一ig1一



 1対一臓器の良性疾患という意味で胃・・十二指1湯漬う写巧8例をノ又庇に対'する,比較f円顕著な影響が才1窪

 毒される肝外疾、癌、という意味で胆道疾、趨、2例を対照とした。胃癌患者醗鞠包の電顕像しの異常所見

 は毒亥よPも綱胞質向井ルガネラに認められ,就中小胞体及び糸粒体で最も著:明であっブこ。/」、胞体に

 就し(は,潰樹群では辻村等の観察と同様小胞状のも㊨が大部分で,fl献血e踊d切pθのもQが糸粒体周

 辺に少数認められたのに対し眉癌群では肉腫の著しい拡大を示すvaCuolartypeのものが多ぐ出現
 し・f培就凹1edtypeの小胞体'もこれに次ぎ,vesie111躍鯉peの小胞体が多く対癩群と大差なカγ乳

 量“ま少数に過ぎなかった。こ乃阻。窺01躍typeの小胞仁1くは圏亙bert&B漉bne1が低酸素状態こある

 心筋都胞に於て観察しており細胞の退行変性過程に於ける小胞体のてつの変化像と解されている。

 従って胃癌に於ては,肝細胞は退行変性にあると考えられる。一方胃癌肝に於ては糸粒体周辺に

 f1&ttα盈e〔ity脚の小胞体力～多く観察されるがシBe1認laτd等の見解によればこの像は小胞1本再

 生の像であ餌胃融に於ては膠細胞小胞体の謝も畳儲のみ充らず再生も又著明であると解された。池
 原は胃癌患者肝細胞小胞体ではP部aゆ顆粒の減少乃至消失をあげているが,著者例では顆粒数

 の変動はみられなかった。糸粒体に就ては胃癌群に於ては,膨化像を示すもの}濃縮像を示すも

 のが多かったが,糸粒体のこのような変化は何れも細胞の退行変性乃至壊死の場合に認められる

 ものであ外肝細胞に・就ても四塩化炭素中毒,黄燐中毒のマウスで小駒麺1等が観察し疹々組濁腫脹

 肝に於てRo臼mer等がみている。以上によ卸胃癌に於ては一慈愛に肝細胞の退行変1'生過程が著明

 であることが判閉した。尚池原は1胃癌愚者肝に』於ける糸粒沐の変化として,濃縮1象のみを渉)げて

 1、・るが著者はこの点では異る成績を得た.叉同氏は糸粒体数の減少をも報じているが著者はこれ

 を確認し得なかった。

 m紀roもodyはlB創価rd'等章こよオしば糸粒体生成の母体とされているものであう,池原は胃

 癌患渚一肝に於てその増数傾向を報告しているが}著者の成紋も略々同様であっゾこ。ヌ.1濤肪顆粒も

 胃癌患者肝に於ては対照群に比し増加せるをみたが,小野江等も燐中毒マウスで同じ所見を観察

 し・退行変性iと解している。

 云うまでもなく腹膜播種及びリγパ腺転移は胃癌の全身性2大蔓延経路であ外既に∬・亡藤によ

 りその程度は予后と密接に関係することが報告されているが,肝細胞質内オルガネラの変化と最

 {)密接に,これらが関係すると云う上述の成績は,肝細胞の退行変'陛を示唆する種々の変化が癌達

 1提と{呼イ了一することを示すものであり興瞬鉱堤し・。

 次に胃癌、慰者肝細胞の核に於ける変化としては核小体の不蜆貝ll化,猿の'贋加須向ン外認められた

 が,細胞質内オルガネラの変化に比べて軽度であった。たy少数ではあるが核質顆粒分布の不均'
 等化,縛に各周辺部えの集積傾向を示す症例が認められ,特に末期胃癌1例で著明であったが,

 これ・は1海老名等がイヒ鵠寮浸…済11{乍用下の変性吉田肉1民琵測量包に認めた所見と同一のもρ[)と解された1。

 i又対照群中の胆.道疾患2伊鍾では糸孝立体ヵ緋亥周辺に.f隔在し,その分布力▽f対句等なことカ:注目さ
 れたが・これは鈴木が音響刺戟下の海旗コルチ暑尋毛細胞で観察した所見と同様であり,やはり細

 胞の退行変性の1相と解さ牙疲。しかしこの所見は胃癌例では認められず,この事から胆道疾患に
 於ける肝障碍と胃癌に於ける肝障碍は異質のものと拉i定された,

 結語:胃癌窟渚50例・対照として一般状態良好なる胃・十二指腸潰瘍患者8例,胆道疾患々
 ・者2例に就いて肝細胞の電子顕微鏡的観察を行い次の成績を得た。

 1・胃癌群に於ける最も著明な変化は細1包質内オルガネラに認められ・就中小胞体の拡大空胞

 化,扁平長管形小胞体の増多・及び糸粒体の膨化・濃縮などが高率に認め印した。一方核に於け
 る変化はこれに比し軽度で・核小休の形や数の変化・核質顆粒分布の不均等化などが少数例に
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 認められたに留った。

 2胃癌群に於ける小胞体及び糸粒体の変化は,腹膜播種度及びリγパ腺転移度が大きい程,

 即ち癌の蔓延が著明な程高度であった。叉主肺癌の性状は・腫瘍の大いさを除ぎ・これらの変化

 と著明な関係を示さなカ・つた。

 第1図:胃・十二指腸潰瘍例(N:核、M:糸粒体,ER:小胞体,MB:microbody
 L二月旨肪票則i立,NU:核づ、体)

 第2図:胆道疾患例
 第5～6図:胃癌例
 第1表;腹膜播種度との関係
 第2表:リンパ腺転移度との関係
 第5表:腫瘍の大いさとの関係
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